
(57)【要約】

【課題】　２本のガイドレールに沿って光ピックアップ

が移動し、ターンテーブルに装着されて回転するディス

クの記録面にレーザー光を照射して記録再生を行うこと

が出来るディスク装置であって、光ピックアップユニッ

トが範囲を越えて移動した際に、ガイドレールの支持部

材への衝突に際して衝撃を発生しないようにしたディス

ク装置の提供。

【解決手段】　主ガイドレール１６及び副ガイドレール

１７の両端はトラバースユニットのシャーシ１５に一体

成形して設けた樹脂製の固定支持部材２１ａ，２１ｂと

可動支持部材２２ａ，２２ｂにて支持され、そして光ピ

ックアップユニット１８が移動した際の衝撃を緩和する

緩衝片２３ａ，２３ｂ，２４ａをシャーシ１５に対して

垂直に起立すると共に、主ガイドレール１６とシャーシ

間及び副ガイドレール１７とシャーシ間の隙間２５に緩

衝片２３ａ，２３ｂ，２４ａを上記固定支持部材２１ａ

，２１ｂ及び可動支持部材２２ａ，２２ｂと一体成形し

て設けている。

【選択図】　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
主 ガ イ ド レ ー ル と 副 ガ イ ド レ ー ル に 沿 っ て 光 ピ ッ ク ア ッ プ を 備 え た 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ
ト が 移 動 し 、 タ ー ン テ ー ブ ル に 装 着 さ れ て 回 転 す る デ ィ ス ク の 記 録 面 に レ ー ザ ー 光 を 照 射
し て 記 録 ・ 再 生 を 行 う こ と が 出 来 る デ ィ ス ク 装 置 に お い て 、 上 記 主 ガ イ ド レ ー ル 及 び 副 ガ
イ ド レ ー ル の 両 端 は ト ラ バ ー ス ユ ニ ッ ト の シ ャ ー シ に 一 体 成 形 し て 設 け た 樹 脂 製 の 支 持 部
材 に て 所 定 の 隙 間 を お い て 支 持 さ れ 、 そ し て 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト が 移 動 し た 際 の 衝 撃
を 緩 和 す る 緩 衝 片 を シ ャ ー シ に 対 し て 垂 直 に 起 立 す る と 共 に 、 主 ガ イ ド レ ー ル と の 上 記 隙
間 に は 上 記 緩 衝 片 を 支 持 部 材 に 一 体 成 形 し て 設 け た こ と を 特 徴 と す る 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ
ッ ト の 衝 撃 吸 収 構 造 を 備 え た デ ィ ス ク 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 主 ガ イ ド レ ー ル 及 び 副 ガ イ ド レ ー ル の 一 方 端 は 固 定 支 持 部 材 に て 支 持 さ れ 、 他 端 は ス
キ ュ ー 調 整 ネ ジ の 先 端 に 当 て て 支 持 さ れ る よ う に 可 動 支 持 部 材 を 設 け 、 上 記 ス キ ュ ー 調 整
ネ ジ は シ ャ ー シ 及 び 可 動 支 持 部 材 に 設 け た ネ ジ 穴 に 螺 合 し 、 さ ら に 主 ガ イ ド レ ー ル 及 び 副
ガ イ ド レ ー ル に は 弾 性 力 を ス キ ュ ー 調 整 ネ ジ 側 へ 付 勢 し た 請 求 項 １ 記 載 の 光 ピ ッ ク ア ッ プ
ユ ニ ッ ト の 衝 撃 吸 収 構 造 を 備 え た デ ィ ス ク 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 副 ガ イ ド レ ー ル と の 間 に も 緩 衝 片 を 起 立 し て 設 け た 請 求 項 １ 、 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 光
ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト の 衝 撃 吸 収 構 造 を 備 え た デ ィ ス ク 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
主 ガ イ ド レ ー ル と 副 ガ イ ド レ ー ル に 沿 っ て 光 ピ ッ ク ア ッ プ を 備 え た 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ
ト が 移 動 し 、 タ ー ン テ ー ブ ル に 装 着 さ れ て 回 転 す る デ ィ ス ク の 記 録 面 に レ ー ザ ー 光 を 照 射
し て 記 録 ・ 再 生 を 行 う こ と が 出 来 る デ ィ ス ク 装 置 に お い て 、 上 記 主 ガ イ ド レ ー ル 及 び 副 ガ
イ ド レ ー ル の 両 端 は ト ラ バ ー ス ユ ニ ッ ト の シ ャ ー シ に 一 体 成 形 し て 設 け た 樹 脂 製 の 支 持 部
材 に て 所 定 の 隙 間 を お い て 支 持 さ れ 、 そ し て 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト が 移 動 し た 際 の 衝 撃
を 緩 和 す る 緩 衝 片 を シ ャ ー シ に 対 し て 垂 直 に 起 立 す る と 共 に 、 主 ガ イ ド レ ー ル と シ ャ ー シ
間 及 び 副 ガ イ ド レ ー ル と シ ャ ー シ 間 の 隙 間 に は 上 記 緩 衝 片 を 支 持 部 材 に 一 体 成 形 し て 設 け
、 　 上 記 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト が 支 持 部 材 に 設 け た 緩 衝 片 に 当 た る タ イ ミ ン グ を 僅 か に
遅 ら せ る 為 に 、 一 方 の 緩 衝 片 の 位 置 を ズ ラ し た こ と を 特 徴 と す る 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト
の 衝 撃 吸 収 構 造 を 備 え た デ ィ ス ク 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ト ラ バ ー ス ユ ニ ッ ト に 装 着 さ れ た 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト が ガ イ ド レ ー ル に 沿
っ て 範 囲 を 越 え て 移 動 し た 時 に 、 ガ イ ド レ ー ル の 支 持 部 材 に 当 た っ た 際 の 衝 撃 を 緩 和 す る
こ と が 出 来 る 衝 撃 片 を 備 え た デ ィ ス ク 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ト ラ バ ー ス ユ ニ ッ ト に は タ ー ン テ ー ブ ル が 備 わ っ て お り 、 又 光 ピ ッ ク ア ッ プ を 取 付 け て
い る 。 そ し て 光 ピ ッ ク ア ッ プ は ガ イ ド レ ー ル に 沿 っ て 移 動 し 、 タ ー ン テ ー ブ ル に 装 着 さ れ
た デ ィ ス ク に 光 を 照 射 し て 該 デ ィ ス ク に 記 録 さ れ て い る 情 報 を 読 み 取 る こ と が 出 来 る が 、
光 ピ ッ ク ア ッ プ か ら 照 射 さ れ る 光 を デ ィ ス ク 面 に 正 し く 当 て な く て は 、 そ の 反 射 光 を 正 確
に 読 み 取 る こ と が 出 来 な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 デ ィ ス ク は タ ー ン テ ー ブ ル に 装 着 さ れ て 高 速 回 転 し 、 そ し て デ ィ ス ク 上 の 情 報 ト ラ ッ ク
に 情 報 読 み 取 り 用 ビ ー ム が 追 従 す る よ う に ト ラ ッ キ ン グ 制 御 を 行 う と 共 に 、 情 報 ト ラ ッ ク
に 正 確 に ビ ー ム ス ポ ッ ト を 形 成 す る よ う に フ ォ ー カ ス 制 御 を 行 い な が ら 光 ピ ッ ク ア ッ プ が
移 動 し 、 確 実 に 情 報 の 記 録 ・ 再 生 が 行 わ れ る 。 こ の よ う に 、 デ ィ ス ク 装 置 で は 光 ピ ッ ク ア
ッ プ が 心 臓 部 で あ り 、 こ れ が 故 障 す れ ば 記 録 ・ 再 生 を 正 し く 行 う こ と は 出 来 な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 と こ ろ で 、 近 年 で は デ ィ ス ク 装 置 が 小 型 化 し て 携 帯 用 の ミ ニ デ ィ ス ク を 装 着 す る 携 帯 用
Ｍ Ｄ プ レ ー ヤ ー が 普 及 し て い る 。 上 記 光 ピ ッ ク ア ッ プ は デ ィ ス ク の 回 転 に 伴 っ て 半 径 方 向
に 移 動 す る が 、 携 帯 用 プ レ ー ヤ ー が 落 下 し た り す れ ば 、 光 ピ ッ ク ア ッ プ は 所 定 の 可 動 範 囲
を 越 え て 移 動 し 、 ガ イ ド レ ー ル の 支 持 部 に 衝 突 す る 。 そ の 結 果 、 光 ピ ッ ク ア ッ プ を 構 成 す
る レ ン ズ が 割 れ た り 、 欠 け た り 、 又 ガ イ ド レ ー ル の 位 置 に 誤 差 が 発 生 し 、 そ の 結 果 、 正 確
な 記 録 ・ 再 生 を 行 う こ と が 出 来 な く な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 デ ィ ス ク 装 置 を 落 下 し た 場 合 等 、 光 ピ ッ ク ア ッ プ に 過 度 な 衝 撃 が 作 用 し な い よ
う に 工 夫 し た デ ィ ス ク 装 置 が 知 ら れ て い る 。
特 開 ２ ０ ０ １ － ３ １ ９ ４ ３ ６ 号 に 係 る 「 光 デ ィ ス ク 装 置 」 は 、 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト が 移
動 す る 主 軸 の 終 端 に 緩 衝 体 を 設 け 、 ま た 副 軸 の 終 端 に 板 バ ネ を 設 け 、 緩 衝 体 と 板 バ ネ と で
装 置 本 体 が 落 下 衝 撃 を 受 け た 時 の 衝 撃 レ ベ ル を 緩 衝 す る と 共 に 、 板 バ ネ の 基 端 部 に 規 制 壁
を 形 成 し て 板 バ ネ の 折 れ を 低 減 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ８ ５ ６ １ ８ 号 に 係 る 「 デ ィ ス ク ド ラ イ ブ 装 置 」 は 、 光 学 ヘ ッ ド を 支 持
す る 支 持 体 と 、 支 持 体 を デ ィ ス ク 半 径 方 向 に 移 動 す る よ う に 案 内 す る ガ イ ド 部 材 と 、 前 記
ガ イ ド 部 材 の デ ィ ス ク の 内 周 側 に 設 け ら れ て 支 持 体 と の 衝 突 を 緩 和 す る 為 の 第 １ の 緩 衝 部
材 と 、 デ ィ ス ク の 外 周 側 に 設 け ら れ て 支 持 体 と の 衝 突 を 緩 衝 す る た め の 第 ２ の 緩 衝 部 材 と
を 備 え た デ ィ ス ク ド ラ イ ブ 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ３ ９ ８ ８ １ 号 に 係 る 「 光 デ ィ ス ク 装 置 」 は 、 第 ２ の 案 内 部 材 側 の 第 ２
の ス ト ッ パ ー 部 材 を 、 ピ ッ ク ア ッ プ の 移 動 範 囲 外 に 設 け 、 通 常 の 位 置 決 め に お い て は 、 第
１ の 案 内 部 材 側 に 設 け た 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 材 が ピ ッ ク ア ッ プ に 働 き 、 衝 撃 や 大 き な 力 が
加 わ っ た 時 に は 、 第 ２ の ス ト ッ パ ー 部 材 が ピ ッ ク ア ッ プ に 働 く よ う に 構 成 し て 、 第 １ の 案
内 部 材 に 大 き な 力 が 加 わ ら な い よ う に す る こ と に よ り 、 振 動 や 衝 撃 に 強 い 光 デ ィ ス ク 装 置
と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 デ ィ ス ク 装 置 の 緩 衝 部 材 は 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト に 別 部 品 と し て 取 着
さ れ る も の で あ り 、 又 は シ ャ ー シ や ガ イ ド レ ー ル の 支 持 部 付 近 に 別 部 品 と し て 取 付 け ら れ
る 構 造 で あ る 。 従 っ て 、 別 部 品 と し て 緩 衝 部 材 を 製 作 す る と 共 に 、 該 緩 衝 部 材 を 所 定 の 箇
所 に 取 付 け る 為 の 工 数 が か か り 、 一 方 に お い て は 取 付 け 部 位 の 弛 み な ど の 影 響 で 緩 衝 機 能
が 低 下 し て 所 期 の 効 果 を 得 る こ と が 出 来 な く な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ １ ９ ４ ３ ６ 号 に 係 る 「 光 デ ィ ス ク 装 置 」
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ８ ５ ６ １ ８ 号 に 係 る 「 デ ィ ス ク ド ラ イ ブ 装 置 」
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ３ ９ ８ ８ １ 号 に 係 る 「 光 デ ィ ス ク 装 置 」
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う に 、 従 来 の 緩 衝 部 材 に は 上 記 の ご と き 問 題 が あ る 。 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る
課 題 は こ の 問 題 点 で あ っ て 、 特 別 な 緩 衝 部 材 を 取 付 け る こ と な く 、 ガ イ ド レ ー ル を 支 持 す
る 支 持 部 材 に 一 体 成 形 し た 緩 衝 片 を 備 え た デ ィ ス ク 装 置 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る デ ィ ス ク 装 置 で は 、 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト が 移 動 す る 為 の 主 ガ イ ド レ ー
ル と 副 ガ イ ド レ ー ル を 両 側 に 設 け 、 両 ガ イ ド レ ー ル の 両 端 は 樹 脂 製 の 支 持 部 材 に て 支 持 さ
れ る 。 支 持 部 材 の 取 付 け 構 造 は 限 定 し な い が 、 一 般 に は ト ラ バ ー ス ユ ニ ッ ト の 金 属 シ ャ ー
シ と 一 体 化 し て 成 形 さ れ て い る 。 主 ガ イ ド レ ー ル 及 び 副 ガ イ ド レ ー ル は 互 い に 平 行 を 成 し
、 し か も 両 ガ イ ド レ ー ル は シ ャ ー シ 面 に 対 し て 平 行 に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 と こ ろ で 、 樹 脂 製 の 上 記 支 持 部 材 に は 緩 衝 片 が 一 体 成 形 さ れ 、 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト
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が 範 囲 を 越 え て 移 動 し た 際 に は 、 支 持 部 材 の 緩 衝 片 に 当 た っ て 衝 撃 が 緩 和 さ れ る 。 そ し て
、 緩 衝 片 は 主 ガ イ ド レ ー ル 及 び 副 ガ イ ド レ ー ル を 支 持 す る 支 持 部 材 に 設 け ら れ る が 、 光 ピ
ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト が 当 た る 一 方 の 緩 衝 片 の 位 置 を ズ ラ し て 設 け 、 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ
ト が 両 緩 衝 片 に 同 時 に 当 た ら な い よ う に す る こ と が 出 来 る 。 例 え ば 、 主 ガ イ ド レ ー ル の 緩
衝 片 に 当 た っ て 撓 み 変 形 し 、 該 変 形 が 大 き く な れ ば 副 ガ イ ド レ ー ル 側 の 緩 衝 片 に 当 た る よ
う に し て 、 よ り 大 き な 衝 撃 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し 得 る 構 造 と 成 っ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の デ ィ ス ク 装 置 で は 、 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト が 範 囲 を 越 え て 移 動 し て も 、 支 持
部 材 の 緩 衝 片 に 当 た っ て 該 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト に 大 き な 衝 撃 が 作 用 す る こ と は な い 。
従 っ て 、 光 ピ ッ ク ア ッ プ を 構 成 す る レ ン ズ が 割 れ た り 、 欠 け た り 、 又 は ガ イ ド レ ー ル の 位
置 に 誤 差 が 発 生 し て 、 正 確 な 記 録 ・ 再 生 を 行 う こ と に 支 障 を 来 た す こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 本 発 明 で は 緩 衝 片 が 両 ガ イ ド レ ー ル の 支 持 部 材 と 一 体 成 形 さ れ る 為 に 、 該 緩 衝
片 を 独 立 し た 別 部 品 と し て 製 作 し た り 、 又 取 付 け る た め の 工 数 は 不 要 と な る 。 す な わ ち 、
支 持 部 材 に 主 ガ イ ド レ ー ル 及 び 副 ガ イ ド レ ー ル を 取 付 け る こ と で 緩 衝 片 が 備 わ り 、 範 囲 を
越 え て 移 動 し た 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト を 衝 撃 か ら 守 る こ と が 出 来 る 。 さ ら に 、 緩 衝 片 の
位 置 が 主 ガ イ ド レ ー ル 側 と 副 ガ イ ド レ ー ル 側 で 異 な る よ う に 設 け る な ら ば 、 光 ピ ッ ク ア ッ
プ ユ ニ ッ ト が 主 ガ イ ド レ ー ル 側 の 緩 衝 片 に 当 た っ て 大 き く 変 形 し た 後 で 副 ガ イ ド レ ー ル 側
の 緩 衝 片 に 当 た る よ う に な っ て 、 大 き な 衝 撃 力 で あ っ て も 吸 収 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は デ ィ ス ク 装 置 を 示 す 外 観 図 で あ る 。 正 面 中 央 部 に は デ ィ ス ク を 載 置 し て 出 し 入 れ
す る ト レ イ １ １ が 突 出 し 、 ま た 複 数 の プ ッ シ ュ ボ タ ン １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ・ ・ が 備 わ っ て い る
。 こ こ で 、 上 記 プ ッ シ ュ ボ タ ン １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ・ ・ の 機 能 は 特 に 限 定 す る こ と は な い が 、
例 え ば デ ィ ス ク 装 置 の 場 合 、 １ ２ ａ は 再 生 ボ タ ン 、 １ ２ ｂ は 早 戻 し ボ タ ン 、 １ ２ ｃ は 早 送
り ボ タ ン 、 １ ２ ｄ は ス キ ッ プ ボ タ ン 、 １ ２ ｅ は ト レ イ オ ー プ ン ／ ク ロ ー ズ ボ タ ン と し て 機
能 さ せ る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ し て 、 プ ッ シ ュ ボ タ ン １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ・ ・ の 配 置 は 自 由 で あ り 、 フ ロ ン ト パ ネ ル の 外
観 要 素 の １ つ と し て デ ザ イ ン さ れ る 。 こ こ で 、 デ ィ ス ク 装 置 の 正 面 に は 化 粧 板 １ ３ が 貼 着
さ れ 、 こ の 化 粧 板 １ ３ は 同 図 に 示 し て い る よ う に キ ャ ビ ネ ッ ト １ ４ と 同 じ 大 き さ を 成 し 、
キ ャ ビ ネ ッ ト １ ４ の 縁 が 表 面 化 し な い こ と で デ ィ ス ク 装 置 の 正 面 意 匠 が 向 上 す る デ ザ イ ン
と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ は ト ラ バ ー ス ユ ニ ッ ト の シ ャ ー シ １ ５ を 示 す 平 面 図 と 側 面 図 で あ る 。 該 シ ャ ー シ １
５ に は 主 ガ イ ド レ ー ル １ ６ と 副 ガ イ ド レ ー ル １ ７ が 平 行 に 取 付 け ら れ 、 光 ピ ッ ク ア ッ プ １
９ を 備 え た 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト １ ８ は 上 記 主 ガ イ ド レ ー ル １ ６ と 副 ガ イ ド レ ー ル １ ７
を 案 内 ガ イ ド と し て 移 動 す る こ と が 出 来 る 。 本 発 明 で は 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト １ ８ の 移
動 手 段 は 限 定 し な い こ と に す る が 、 一 般 的 に は 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト １ ８ に 備 え た ラ ッ
ク が ギ ア と 噛 み 合 い 、 モ ー タ で 回 転 駆 動 さ れ る ギ ア の 回 転 に 伴 っ て 移 動 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト １ ８ に は ガ イ ド ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ ， ２ ０ ｃ が 設 け ら れ 、 こ れ ら ガ
イ ド ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ ， ２ ０ ｃ は 主 ガ イ ド レ ー ル １ ６ と 副 ガ イ ド レ ー ル １ ７ に 拘 束 さ れ て 移
動 す る こ と が 出 来 る 。 該 シ ャ ー シ １ ５ に は ス ピ ン ド ル モ ー タ に よ っ て 回 転 す る タ ー ン テ ー
ブ ル が 取 付 け ら れ 、 該 タ ー ン テ ー ブ ル に 装 着 さ れ た デ ィ ス ク の 半 径 方 向 に 、 光 ピ ッ ク ア ッ
プ １ ９ は 主 ガ イ ド レ ー ル １ ６ 及 び 副 ガ イ ド レ ー ル １ ７ に 沿 っ て 移 動 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 と こ ろ で 、 主 ガ イ ド レ ー ル １ ６ 及 び 副 ガ イ ド レ ー ル １ ７ の 一 方 端 は 固 定 支 持 部 材 ２ １ ａ
， ２ １ ｂ に て 支 持 さ れ 、 他 端 は 可 動 支 持 部 材 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ に て 支 持 さ れ て い る 。 樹 脂 製
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の 固 定 支 持 部 材 ２ １ ａ ， ２ １ ｂ に 設 け た 穴 に は 主 ガ イ ド レ ー ル １ ６ 及 び 副 ガ イ ド レ ー ル １
７ の 一 方 端 が 嵌 っ て 固 定 さ れ て い る 。 そ し て 、 可 動 支 持 部 材 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ に て 主 ガ イ ド
レ ー ル １ ６ 及 び 副 ガ イ ド レ ー ル １ ７ の 他 端 を 上 下 動 調 整 可 能 に 支 持 す る こ と で 、 タ ー ン テ
ー ブ ル に 装 着 さ れ て 回 転 す る デ ィ ス ク と 平 行 と な り 、 主 ガ イ ド レ ー ル １ ６ 及 び 副 ガ イ ド レ
ー ル １ ７ に 沿 っ て 移 動 す る 光 ピ ッ ク ア ッ プ １ ９ は 一 定 の 隙 間 を 保 っ て 移 動 す る こ と が 出 来
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト １ ８ は 記 録 ・ 再 生 時 に は デ ィ ス ク の 半 径 方 向 に 沿 っ て 移 動 す る
が 、 そ の 範 囲 は デ ィ ス ク 半 径 を 越 え る こ と は な い 。 し か し デ ィ ス ク 装 置 を 落 下 す る な ど し
た 際 の 衝 撃 が 働 く 場 合 に は 、 固 定 支 持 部 材 ２ １ ａ ， ２ １ ｂ 、 又 は 可 動 支 持 部 材 ２ ２ ａ ， ２
２ ｂ に 当 た る ま で 移 動 す る こ と に な る 。 本 発 明 の デ ィ ス ク 装 置 で は 、 上 記 固 定 支 持 部 材 ２
１ ａ ， ２ １ ｂ に 衝 突 し て も 、 又 は 可 動 支 持 部 材 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ に 衝 突 し た 場 合 で あ っ て も
、 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト １ ８ は 勿 論 の こ と 、 固 定 支 持 部 材 ２ １ ａ ， ２ １ ｂ や 可 動 支 持 部
材 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ に も 衝 撃 が 作 用 し な い 構 造 と 成 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ は シ ャ ー シ １ ５ の 側 面 図 で あ っ て 、 前 記 図 ２ の 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト １ ８ 、 主 ガ
イ ド レ ー ル １ ６ 、 及 び 副 ガ イ ド レ ー ル １ ７ を 除 い た 場 合 で あ る 。 金 属 製 の シ ャ ー シ １ ５ に
は 樹 脂 製 の 固 定 支 持 部 材 ２ １ ａ ， ２ １ ｂ と 可 動 支 持 部 材 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ が 起 立 し て 設 け ら
れ て い る 。 固 定 支 持 部 材 ２ １ ａ ， ２ １ ｂ 、 及 び 可 動 支 持 部 材 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ は シ ャ ー シ １
５ を 金 型 内 に セ ッ ト し て 樹 脂 を 射 出 す る こ と で 該 シ ャ ー シ １ ５ の 一 部 と し て 成 形 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て 、 固 定 支 持 部 材 ２ １ ａ ， ２ １ ｂ に は 緩 衝 片 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ が 設 け ら れ 、 緩 衝 片 ２
３ ａ ， ２ ３ ｂ は 固 定 支 持 部 材 ２ １ ａ ， ２ １ ｂ と 一 体 成 形 さ れ て い る 。 同 じ く 、 可 動 支 持 部
材 ２ ２ ａ に も 緩 衝 片 ２ ４ ａ が 設 け ら れ 、 該 緩 衝 片 ２ ４ ａ は 可 動 支 持 部 材 ２ ２ ａ と 一 体 成 形
さ れ て い る 。 こ れ ら 緩 衝 片 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ は 固 定 支 持 部 材 ２ １ ａ ， ２ １ ｂ に 近 接 し て 平 行
を 成 し 、 シ ャ ー シ １ ５ に 対 し て 垂 直 に 起 立 し 、 同 じ く 緩 衝 片 ２ ４ ａ も 可 動 支 持 部 材 ２ ２ ａ
と 平 行 を 成 し 、 シ ャ ー シ １ ５ に 対 し て 垂 直 に 起 立 し て い る 。 そ し て 、 緩 衝 片 ２ ３ ａ ， ２ ３
ｂ ， ２ ４ ａ は 主 ガ イ ド レ ー ル １ ６ 及 び 副 ガ イ ド レ ー ル １ ７ の 端 部 近 傍 で あ っ て 、 シ ャ ー シ
１ ５ と の 隙 間 ２ ５ に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ れ ら 緩 衝 片 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ ， ２ ４ ａ は 細 長 く 延 び て い て 、 側 部 に 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ
ッ ト １ ８ が 当 た る な ら ば 撓 み 変 形 す る こ と が 出 来 る 。 図 ４ は 固 定 支 持 部 材 ２ １ ａ の 緩 衝 片
２ ３ ａ に 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト １ ８ が 衝 突 し た 場 合 で あ る 。 実 際 に 衝 突 す る 箇 所 は 主 ガ
イ ド レ ー ル １ ６ に 沿 っ て 移 動 す る ガ イ ド ２ ０ ｂ で あ る が 、 該 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト １ ８
が 移 動 し 、 こ の よ う に 緩 衝 片 ２ ３ ａ に 衝 突 す る な ら ば 、 該 緩 衝 片 ２ ３ ａ は 撓 み 変 形 す る こ
と で 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト １ ８ に 衝 撃 を 及 ぼ さ な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 同 じ よ う に 、 副 ガ イ ド レ ー ル １ ７ の 一 端 を 支 持 す る 固 定 支 持 部 材 ２ １ ｂ に 設 け て い る 緩
衝 片 ２ ３ ｂ に 衝 突 す る 際 に も 衝 撃 力 が 緩 和 さ れ る 。 さ ら に 、 可 動 支 持 部 材 ２ ２ ａ に も 緩 衝
片 ２ ４ ａ が 設 け ら れ て お り 、 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト １ ８ の 衝 突 に 伴 う 衝 撃 力 を 緩 和 す る
こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 と こ ろ で 、 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト １ ８ が 移 動 す る 時 の 衝 突 に 伴 う 衝 撃 を 緩 和 す る 為 に
、 主 ガ イ ド レ ー ル １ ６ 及 び 副 ガ イ ド レ ー ル １ ７ を 支 持 す る 固 定 支 持 部 材 ２ １ ａ ， ２ １ ｂ に
設 け て い る 両 緩 衝 片 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ に 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト １ ８ が 同 時 に 当 た る よ う に
す る こ と も 出 来 る が 、 僅 か に 衝 突 タ イ ミ ン グ を 遅 ら す こ と も 可 能 で あ る 。 一 方 の 衝 突 タ イ
ミ ン グ を 遅 ら す な ら ば 、 よ り 大 き な 衝 撃 の 吸 収 を 図 る こ と が 可 能 と 成 る 。 こ れ は 、 可 動 支
持 部 材 ２ ２ ａ に 設 け る 緩 衝 片 ２ ４ ａ の 場 合 も 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ５ は 両 緩 衝 片 ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ と 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト １ ８ と の 関 係 を 図 示 し た も の
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で あ る 。 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト １ ８ が 移 動 し て 一 方 の 緩 衝 片 ２ ３ ａ に 衝 突 し 、 該 緩 衝 片
２ ３ ａ は 撓 み 変 形 し て 衝 撃 力 は 緩 和 さ れ る 。 こ の 際 、 衝 撃 が 小 さ い な ら ば 他 方 の 緩 衝 片 ２
３ ｂ に 当 た る こ と な く 、 僅 か な 距 離 ａ を 残 し て 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト １ ８ は 停 止 す る 。
又 、 一 方 の 緩 衝 片 ２ ３ ｂ の 撓 み 強 度 を 他 方 の 緩 衝 片 ２ ３ ａ よ り 大 き く (例 え ば 約 ２ 倍 )と す
る こ と で 、 緩 衝 効 果 を さ ら に 高 め る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 し か し 、 逆 に 衝 撃 が 大 き い 場 合 に は 緩 衝 片 ２ ３ ａ の 撓 み 変 形 が 増 大 し 、 他 方 の 緩 衝 片 ２
３ ｂ に 当 た る 。 そ し て 該 緩 衝 片 ２ ３ ｂ も 撓 み 変 形 し た と こ ろ で 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト １
８ の 動 き が 停 止 す る 。 こ の よ う に 、 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト １ ８ が 緩 衝 片 ２ ３ ｂ に 当 た る
タ イ ミ ン グ を 遅 ら す こ と で 、 衝 撃 の 発 生 を 殆 ど 無 く す と 共 に 大 き な 運 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収
す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 と こ ろ で 、 本 発 明 で は 主 ガ イ ド レ ー ル １ ６ 及 び 副 ガ イ ド レ ー ル １ ７ を 支 持 す る 固 定 支 持
部 材 ２ １ ａ ， ２ １ ｂ 、 及 び 可 動 支 持 部 材 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ の 具 体 的 な 構 造 は 限 定 し な い こ と
に す る 。 固 定 支 持 部 材 ２ １ ａ ， ２ １ ｂ は 主 ガ イ ド レ ー ル １ ６ 及 び 副 ガ イ ド レ ー ル １ ７ の 一
端 を 図 ４ に 示 す ご と く 形 成 し て い る 穴 に 嵌 合 し 、 一 方 の 可 動 支 持 部 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ で は 、
高 さ を 調 整 で き る よ う に 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 例 え ば 、 可 動 支 持 部 材 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ の 下 側 か ら シ ャ ー シ １ ５ と 共 に ス キ ュ ー 調 整 ネ ジ
を 螺 合 し 、 ス キ ュ ー 調 整 ネ ジ の 先 端 に て 主 ガ イ ド レ ー ル １ ６ 、 副 ガ イ ド レ ー ル １ ７ を 調 整
可 能 に 支 持 す る こ と が 出 来 る 。 そ し て 、 主 ガ イ ド レ ー ル １ ６ 、 及 び 副 ガ イ ド レ ー ル １ ７ が
常 に ス キ ュ ー 調 整 ネ ジ の 先 端 に 当 た る よ う に コ イ ル バ ネ に て バ ネ 力 が 付 勢 さ れ る 。 こ こ で
、 可 動 支 持 部 材 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ の 上 端 部 に は 上 方 を 開 口 し た ガ イ ド 溝 が 形 成 さ れ て 主 ガ イ
ド レ ー ル １ ６ 、 及 び 副 ガ イ ド レ ー ル １ ７ が 嵌 る こ と が 出 来 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 デ ィ ス ク 装 置 の 外 観 図 。
【 図 ２ 】 ト ラ バ ー ス ユ ニ ッ ト の シ ャ ー シ に 設 け た ガ イ ド レ ー ル に 光 ピ ッ ク ア ッ プ を 取 付 け
た 場 合 。
【 図 ３ 】 シ ャ ー シ の 側 面 図 。
【 図 ４ 】 ガ イ ド レ ー ル の 固 定 支 持 部 材 に 緩 衝 片 を 設 け た 具 体 例 。
【 図 ５ 】 両 緩 衝 片 と 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト の 衝 突 位 置 関 係 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 11　 ト レ イ
　 12　 プ ッ シ ュ ボ タ ン
　 13　 化 粧 板
　 14　 キ ャ ビ ネ ッ ト
　 15　 シ ャ ー シ
　 16　 主 ガ イ ド レ ー ル
　 17　 副 ガ イ ド レ ー ル
　 18　 光 ピ ッ ク ア ッ プ ユ ニ ッ ト
　 19　 光 ピ ッ ク ア ッ プ
　 20　 ガ イ ド
　 21　 固 定 支 持 部 材
　 22　 可 動 支 持 部 材
　 23　 緩 衝 片
　 24　 緩 衝 片
　 25　 隙 間
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